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原発のない新潟県を子や孫に残したい 
～ 日本共産党の議席を取り戻し、県民の声が届く県政へ ～ 

 

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

遠
藤
れ
い
子 

 

  

皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
は
午
年
、
明
る
く
元

気
な
飛
躍
の
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

一
方
、
午
年
に
は
「慎
重
さ
が
求
め

ら
れ
る
年
」と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
11
月
７
日
の
高
市
首
相
の
慎
重
さ

を
欠
い
た
発
言
で
対
中
国
外
交
は
傷

つ
き
、
経
済
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。
世
界
情
勢
が
不
穏
な
今
こ

そ
、
首
相
の
役
割
は
周
辺
国
と
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と
。
憲
法
９
条
の
原

則
に
立
ち
戦
争
を
避
け
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

安
心
な
環
境
と
は
、
福
祉
を
充
実

し
、
短
時
間
労
働
で
、
暮
ら
せ
る
賃
金

が
得
ら
れ
る
国
で
す
。
ド
イ
ツ
の
労
働

時
間
は
日
本
よ
り
３
０
０
時
間
少
な

い
の
に
平
均
賃
金
は
２
倍
。
人
口
は
日

本
の
３
分
の
２
な
の
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
日
本

を
抜
い
て
３
位
で
す
。
『
短
時
間
労
働

で
生
産
性
が
高
い
』
の
が
ド
イ
ツ
と
い

え
ま
す
。 

 

な
ぜ
な
ん
だ
ろ
う
？ 

 

マ
ル
ク
ス
の
資
本
論
に
そ
の
ヒ
ン
ト

が
あ
り
ま
し
た
。
「
剰
余
労
働
時
間
」

＝
自
由
に
処
分
で
き
る
時
間
を
活
用

し
、
労
働
者
は
発
達
す
る
。
発
達
し
た

能
力
で
生
産
性
を
高
め
経
済
が
発
展

し
て
い
く
の
で
す
。 

 

「ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
捨
て

る
」と
宣
言
し
た
高
市
政
権
は
逆
行
し

て
い
ま
す
。
「国
民
に
強
要
す
る
も
の

で
は
な
い
」な
ど
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

ト
ッ
プ
の
姿
勢
は
大
き
く
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。 

 

防
衛
費
を
倍
増
し
、
ア
メ
リ
カ
言
い

な
り
に
大
量
の
兵
器
を
購
入
し
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
３
・５
％
の
防
衛
費
の
拡
大
に
驀

進
し
て
い
ま
す
。
「軍
事
費
調
達
」
の
た

め
大
増
税
が
必
要
と
な
り
、
苦
し
い
庶

民
の
生
活
が
さ
ら
に
圧
迫
さ
れ
ま
す
。

野
放
図
な
国
債
発
行
で
財
政
破
綻
の

危
険
が
高
ま
り
ま
す
。
そ
れ
は
周
辺

国
と
の
緊
張
を
高
め
、
平
和
が
い
っ
そ

う
脅
か
さ
れ
ま
す
。 

 

新
潟
県
を
み
れ
ば
花
角
知
事
は
、
県

民
の
意
向
を
無
視
し
原
発
再
稼
働
を

進
め
、
病
床
や
病
院
を
削
減
す
る
な

ど
、
国
の
悪
政
を
先
取
り
し
て
い
ま

す
。
県
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た

め
に
は
、
医
療
機
関
を
守
り
、
医
療
・

介
護
・
福
祉
の
充
実
こ
そ
最
優
先
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

今
年
は
知
事
選
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
と
と
も
に
声
を
出
し
、
足
を
出
し
、

力
を
合
わ
せ
て
、
原
発
再
稼
働
を

ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
県
知
事
の
誕
生
に

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

裏
金
を
許
さ
ず
、
民
主
主
義
と

平
和
を
大
切
に
す
る
日
本
共
産
党

の
躍
進
を
め
ざ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、

健
康
で
笑
顔
で
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。 

福島県議の神山えつこさんと新潟県庁包囲
行動で「原発再稼働ストップ！」遠藤れい子 



【れい子のお願い】 
 ・しんぶん赤旗と日曜版のご購読の皆さん、後援会ニュース読者の皆さん 
  あなたのお知り合い２人に「ひまわりレポートを読んでほしい」とお薦めください。  
 ・私の願いは「家族そろって食卓を囲み、何気ない話に笑って泣いて喜んだり安心して生活 
  することです。県民の生活を応援する県会議員が必要です。お力をお貸しください。 

１月「県民投票条例制定を求める請

願署名」長岡市選管に１９，８２

２筆を提出 １０月末から、雨の日
雪の日も市民から寄せられました。 

５月 憲法大集会で発言 

 毎月の総がかり行動を積み上げ、アオー

レ長岡前で憲法大

集会が開かれまし

た。共産党を代表し

て遠藤れい子は憲

法９条の大切さを発

言しました。 

３月 署名１４３,１９６筆を   

  新潟県に本請求する 

 花角知事に面談し、１４万

筆の声を届けました。 

６月 平和を求める 
 ３００回目スタンディング 

「戦争法の廃止」を求めて始

まった新婦人のスタンディン

グ。１０年続いて300回に。 

７月 長岡戦災資料館の使命 

「私たち長岡市民は長岡空襲により犠牲

になられた方を悼み、悲惨な戦争の記憶

を風化させることなく、平和の尊さを後世

に語り継ぎ、広く世界に

向けて発信する。」 

 ２０余年で３８万人が来

館。２６年５月に互尊文庫に

移転オープン。  

８月 長岡空襲～生死を分けた 
       運命の分かれ道    ８月１日、

長岡空襲
から８０年
平和祈念
式典で献
花。 

１２月 新潟県医師・看護師 

    確保対策課に要請・懇談 

 遠藤れい子と鈴木映新潟市議

は共産党を

代表して県

に要請しま

した。 

９月 長岡の３基幹病院の病院長・  

  理事長と懇談 医療機器や診療材

料などあらゆ

るものが値上

がり。診療報

酬が低すぎて

赤字が拡大。 

２月 医療・介護・子育て・原発・ 

  大雪対策を政府に要望 

 日本共産党新潟県地方議員団は

政府要請を行いました。医師確保

病院経営に関する要望、介護の確

保、子育て支援、原発問題、緊急の

大雪対策など

８省庁に要望

書を渡し懇談

しました。 

１１月 道理に反する花角知事の再稼働「容認」発言は撤回せよ！ 

  県庁を包囲する人間の鎖行動に1200人  

安全対策・防災対策の認知度が高くても再稼

働の条件は「整っていない」と6割の県民は

回答している。知事は「県民に信を問え！」 

１０月 中之島ふるさと 

      ふれあいまつり 

ふるさとふれあいまつりに

参加。子どもたち、お父さ

ん、お母さん、おじいちゃ

ん、おばあちゃんもふれ

合って楽しみました。 

※ひまわりレポート１年間の抜粋 

４月 長岡市に８項目の緊急

要望。市民生活に支援を！ 

市民生活緊急支援を実施する

こと。医療確保に支援すること。 

米を守れ 

農家を守れ 

消費税減税を 

の要求掲げ 


